
5月30日現在（）内は前回比、男23,949(+42）女26,631 (+58）計50 , 580 (+ 100）世帯17,641 (+34) 

初登庁で女子職員から花東を贈られる成」由市長  

6月18日、成田守（62）市長は女子職員から花束を贈られ、職員らの拍手で

迎えられながら初登庁しました。 

登庁後、市職員に対する市長就任のあいさつのなかで「公の心を大切にし、 

市役所は市民のために最大のサービスを提供できるよう、職員とスクラムを組

みながら市発展に取り組んでいきたい」と力強く市政運営に対する決意を語り

ました。 
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訓練中の水防団員 南小児童の水防レポート 

2
 

半成 9 」~ 7月 1目 

東
北
地
方
建
設
局
、
県
、
本
市
を

は
じ
め
二
十
八
市
町
村
な
ど
が
主
催

の
「
岩
木
川
水
防
演
習
」
が
六
月
十

三
日
、
岩
木
川
河
川
敷
で
約
五
千
人

が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

水
防
演
習
は
、
今
回
が
ト
五
回
目

で
県
内
で
は
昭
和
六
十
年
弘
前
市

・

藤
崎
町
（
岩
木
川
）
、平
成
三
年
八
戸

市

（
馬
淵川
・
高
瀬
川
）
に
つ
い
で

一一
回目
に
な
り
ま
す
。
 

訓
練
は
「
大
型
で
非
常
に
強
い
台

風
の
影
響
で
雨
が
降
り
続
き
、
岩
木

川
が
増
水
し
て
警
戒
水
位
を
超
え
堤

防
決
壊
の
危
険
性
に
見
舞
わ
れ
た
」
 

と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

水
防
団
ら
は
、
川
の
流
1
1を
抑
え

る
「
木
流
し
工
」
や
堤
防
が
漏
水
し

た
場
合
に
行
う
 
「月
の
輪
工
」
 
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
水
防
工
法
を
実
施
し
統

制
の
取
れ
た
素
早
い
動
き
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
応
急
食
の
炊
き
出
し
、
 

川
の
巾
州
に
取
り
残
さ
れ
た
人
達
を

救
命
ボ
ー
ト
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
救

助
す
る
水
難
救
助
な
ど
が
行
わ
れ
、
 

南
小
、
五

一
中
の
児
童
生
徒
や
市
民

が
避
難
訓
練
に
参
加
し
万
一
に
備
え

て
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
0
 

ま
た
、
河
川
敷
に
特
設
さ
れ
た
岩

木
川
水
防
学
習
館
で
は
、
水
害
の
パ

ネ
ル
展
示
、
ビ
デ
オ
の
上
映
な
ど
が

行
わ
れ
住
民
ら
は
水
防
活
動
の
大
切

さ
を
学
び
ま
し
た
。
 



くず 
水の流れをゆるやかにして、提防が崩れ 

ふ、せ 	ど 	おも 
るのを防ぎます。土のうの重しをつけた 
えだは 

枝葉の多い木を使用します。 

このような効果 

マツトを川へ投げ込んだ後、マツトの中 

に生あを話めて提防l』蓄篇させ、水の篇 

透を防ぎます。 

'"n‘年 

ー、蝋、 

子どもたちも土のうを作りま 

いろいろな情報を係員に聞いています 

3 平成 9 弁 7 月 1 日 

た 

わたし 	 たいせつ 	あ し た 

私たちの大切な明日の 

*- th Iー旺罪m嘉堂左諾ぐ 
I-いノI-、Iノ、f」、W/ I/.A= ( IツJ 、 0 

今、助けにゆくぞ（救助・救護訓練） 
’ ぜ 	 、~、’ ， 

台風や大雨などによって、川があふれ洪

水が発生したとき、提防で水を防ぎきれ

ないこともあります。そのときにあらゆ

る永務 5I去を後って朱讐を陽ぎ、嶺善を

業オ礁にくし血める落動を「呆腸」とい

います。獄たちの矢勘 -.帯や卿主を等る

ために、電裁の災US と驚劣して零う塞本 

”． 	一 的な自己防衛の手段、それが水防活動な 
、一A 、i選L ~ 
I~ ~ のです。 

主な水防工法 

ゴ

マ
を

つ
け
た
ほ

う
が

お
い
し

い
ん
じ
ゃ

な
い
 

三
好
地
区
婦
人
防
災
ク
ラ
ブ
 

（応
急
給
食
訓
練
）
 

このような効果 
水防学習館 

、 



※県内の万引き少年学職別状況（過去2年間） 

年別 総数 小学生 中学生 高校生 
有 職
少 年 

（就労者） 

無職
少年 

その他 

7年 1
 
2
 

 
0
Y
ハ
 
 

147 
(13.5) 

470 
(43.0) 

419 
(38.4) 

10 
(0.9) 

30 
(2.7) 

16 
(1.5) 

8年 
1,069 
(%) 

V
五
（
ど

に
。
 
い
C
り
  

19
 
0

〈と
 

ノ・
、
  

548 
(51.3) 

374 
(35.0) 

12 
(1.1) 

17 
(1.6) 

13 
(1.2) 

前
対
 
年
比
 

 

-23 -42 + 78 -45 +2 -13 -3 

少
年
、
保
護
者
等
か
ら
い
じ
め

・
学

業
・
家
庭
に
関
す
る
悩
み
等
を
専
門

の
相
談
員
が
受
理
し
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
 

い
。
 

(0173) 33 7676 
木目診ミ日寺間は 8,30 -- 17 】 00 

7
月
は
 

青
少
年
を
非
行
か
ら

守
る
強
調
月
間
 

で
す
 

悩
め
る
少
年
達
 

気
軽
に
相
談
し
て
 

最
近
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

陰
湿
な
い
じ
め
や
性
犯
罪
等
は
、
青

少
年
の
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
化
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
大
人
の

感
覚
で
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
平

然
と
、
何
の
罪
悪
感
も
な
い
ま
ま
犯

し
て
い
ま
す
。
 

情
報
化
時
代
、
希
薄
に
な
る
親
子
 

・

友
人
間
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
 

他
人
に
は
無
関
心
に
な
「
た
地
域
社

会
、
こ
う
い
っ
た
社
会
背
景
が
青
少

年
の
非
行
を
助
長
し
、
 一
方
で
は
大

人
達
と
の
す
れ
違
い
を
生
ん
で
い
る

の
で
す
0
世
代
を
越
え
て
互
い
を
理

解
し
合
う
こ
と
こ
そ
、
青
少
年
を
非

行
か
ら
守
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
 

相
談
員

の
 

一
戸
智
子
さ
ん
 

, 

7月は 
ー
・

』
 

コ社会を明るくする運動月間二です 

ふれあいと対話が築く明るい社会をめざして 
社会を明るくする運動とは 	わたしたち一人ひとりが犯罪の防止と、 罪を犯 

した人たちの更生について理解を深め、地域の人が力を合わせて、 犯罪の無い、 

明るい社会を築こうとする全国運動です。 

.
 『

 

町

d
Q
 

二
 
を
い
 

よ
 
罪
無
 

」
 

旧
て
転
 
一
 

翌
一
一
一
 

※県内の刑法犯少年状況（過去2年間） 

年別 総数 万引き 
オート
バイ盗 

自転車

盗 

占
離
挺
 
脱
嚇
 
有

物
姻
 

その他の
刑法犯 

初発型
非 行 

昨
  

1,869 
(%) 

1
,0

5
8
 

 

児
 
いa
"
 

 

」l
 
dュ
 
 

1

5
  

(
  

129 
(6.9) 

119 
(6.4) 

428 
(22.9) 

1,441 
(77.1) 

8年 
1,833 
(%) 

1,0

5
8
 

 

3
94
)
 

 

13
2) 

1
6. 

127 
(6.9) 

129 
(7.0) 

395 
(21.5) 

イ
」
ュ
 、

、J
 
 

只
）
 
『
」
刀
 

 

l
（

ー
 

'
 
8
 
3
5
 

 
前対
 
年
比
 

 

-36 -23 + 12 -2 + 10 -33 -3 

昨
年
の
 

県
内
少
年
 

非
行
の
状
況
 

昨
年
中
に
県
内
で
刑
法
犯
と
し
て

検
挙
さ
れ
た
少
年
は
千
八
百
三
十
1
11
 

人
で
、
 一
昨
年
に
引
き
続
い
て
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
刑
法
犯
の
中
で

も
依
然
と
し
て
万
引
き
、
自
転
車
盗

な
ど
の
初
発
型
非
行
が
全
体
の
七
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
学
職
別
に

見
ま
す
と
、
中

・
高
生
が
ほ
と
ん
ど

で
八
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

万
引
き
は
少
年
達
に
マ
ネ
さ
れ
や

す
く
、
集
団
の
遊
び
と
し
て
発
展
す

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
家
庭
、
地
域
が

十
分
注
意
し
、
少
年
達
を
見
守
っ
て

い
く
姿
勢
が
必
要
大
切
で
す
。
 

立
ち
直
り
は
 

周
囲
の
愛
情
と
 

理
解
か
ら
 

「五
所
川
原
市
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
実
施
委
員
会
J
で
は
、
次
の

日
程
で
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

市
民
集
会
」
と
街
頭
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
す
。
 

●

と
き
 
七
月
一
日
因
 
1
4時
よ
り
 

●

と
こ
ろ
 
市
庁
舎
前
お
祭
り
広
場
 

ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
ォ
ン
 

の
設
置
 

5
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
5
 

四
月
よ
り
五
所
川
原
警
察
署
生
活

安
全
課
に
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ
オ
ン

（
少

年
相
談
電
話
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

※五所川原署管内の刑法犯少年状況（過去2年間） 

年別 総数 万引き 
オート
バイ盗 

自転車
盗 

占
離
疑
 
脱
発
 
有
物
姻
 

その他の
刑法犯 

初発型
非 行 

昨
  

79 22
.8) 9〕 

[
‘・ 

3
.
 
3

8
)
 

 

11 
(13.9) 

43 
(54.5) 

36 
(45.5) 

8年 
81

%) 
39 

(48.2) 
3
.
 
3

7
)
 

 

9 
(11.1) 

30 
(37.0) 

51 
(63.0) 

前
対
 
年
比
 

 

+2 +17 0
  

-2 -13 + 15 

平成9年7月1日 4 
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写真コンテスト I 

市長賞 山田恭史（市内広田） ◇

特選「風景の部」 赤木梢（弘前市） 
r ' *h,, ,r 、ケ rr1 ' I ,-,エ ri W / Fヲ L  ◇ 〔人物の部〕山口和男（尾上 V 

田丁） 」 ノ 	 ◇ 

準特選〔風景〕小林隆（市内錦町） 

〔人物〕川村栄光（青森市） ◇ 

入選〔風景〕木村司（鶴田町）・尊 

馬謙太郎（市内田町） ◇ 

〔人物〕木立全亮（青森市）・ 

小田真伍（市内鎌谷 ◇ 

町） 藤田覚（市内松 ◇ 

島町） 

佳作〔風景〕寺山孝裕（鶴田町）’ ◇ 

山野下勇人（八戸市） 

・伊藤勝広（市内漆 ◇ 

川） ・太田誠三（市 

内水野尾） 	 ◇ 

〔人物〕尾崎尚白（鯵ケ沢町） 

.)f;目馬由美（弘前市）． ◇
成田卓朗（田舎館村） 

→→一 ，『 ＋ー 」ー ノコ, 一→一、 	◇ 
・藤林哲夫（弘前市）・ V 
長尾義彦（弘前市） 

,
 

第
8

回
ご
し
ょ
が
わ
ら
北
限

の
梅
ま

つ
り
 

窓
日
卵
品
灸
寛
自
 

6年金賞作品 

一
般
投

句
 

◇
短
歌
 

特
選
 
植
野
妙
子
（
板
柳
町
）
 

秀
逸
 
瓜
田
ユ
リ
（
幾
島
町
）
 
・
斉

藤
由
雄
（
市
内
神
山
）
・
櫛
引
八

千
代
（
金
木
町
）
 

◇
俳
旬
 

特
選
 
福
士
美
和
（
市
内
松
島
町
）
 

秀
逸
 
三
上
北
人
（
さ
つ
き
町
）
 ・

北
川
せ
つ
女
（
金
木
町）
 
・
斎
藤

さ
だ

（
市内
下
り
枝
）
 

佳
作
 
田
中
和
弘

（
市
内
漆川
）

・

対
馬
迫
女

（
弘前
市
）
・
松
宮
梗

子
（
市
内松
島
町
）
・
対馬
障
子
（
市

内
吹
畑
）
・
高橋
け
ん
二
金
木
町
）
 

・

岩
田
秀
夫
（
弘前
市
）
・長
沢
幸
 
 

子
（
市
内小
曲
）
・
清
水
雪
江（
藤

崎
町
）
・
斉
藤由
雄
（
市
内神
山
）
 

・ 吉
崎
芳
昭
（
市
内
松
島
町
）
 

◇
川
柳
 

特
選
 
阿
部
枯
葉

（
市内
松
島
町
）
 

秀
逸
 
工
藤
雨
読
（
市内
持
子
沢
）
 

・

前
田
文
弘

（
市内
野
里
）
・
封

馬

一
閃
（
市
内
漆川
）
 

佳
作
 
中
山
和
政
（
い
わ
き
市
）
・

亀
田
孝
（
青
森
市
）
・
坂
本
ふ
じ

や

（
市内
錦
町
）
・太
田
北
歩
（
鶴

田
町
）
・
高
橋
け
ん一
（
金
木町
）
 

・

青
山
一
粋
（
板柳
町
）
・
工
藤

青
夏
（
青
森
市
）
 ・
中
川
芭
ろ
ん
 

（
青森
市
）
・
菊
地
健
太
郎
（
市

内
雛
田
）
・
渡
辺緑
（
市
内
十川
）
 
 

(（
敬称
略
 

［
噛
画
コ
（
ソ
ク「
ル
 

◇
小
学
一
年
 

金
賞
 
さ
と
う
ゆ
う
す
け
（
南小
）
 

銀
賞
 
そ
の
た
り
ょ
う
（
飯
詰
小
）
 

銅
賞
 
し
ら
と
り
か
お
る
（
南小
）
 

入
選
 
の
ろ
り
ゆ
う
へ
い
（
藻川
小
）
 

・

加
藤
千
佳
（
南
小
）
・
や
ま
や
 

も
ね
（
南
小
）
 

佳
作
 
ね
が
み
こ
う
だ
い

（
南小
）
 

・

み
う
ら
ち
か

（
南小
）
 ・
の
む
 

ら
す
み
れ

（
南小
）
 ・
こ
ばや
し
 

ゆ
う
す
け
（
羽野
木
沢
小
）
 

◇
小
学
ニ
年
 

金
賞
 
吉
田
朋
央
（
中
央
小
）
 

銀
賞
 
下
山
大
地
（
南
小
）
 

銅
賞
 
須
藤
智
也
（
羽
野
木
沢
小
）
 

入
選
 
山
谷
ま
き
（
南
小
）
 ・
山
下

さ
ゆ
り
（
中
央
小
）
 
・
一
戸
ゆ
き

こ

（
南小
）
 

佳
作
 
福
井
香
菜
美

（
南小
）
・
三

浦
ゆ
き
の
（
中
央
小
）
 
・
かさ
い

り
さ
（
長
橋
小
）
 
・三
上
ゆ
う
し
 

（
南小
）
 

◇
小
学
三
年
 

金
賞
 
大
久
保
あ
い
（
鶴
ケ
岡小
）
 

銀
賞
 
斎
藤
麻
南

（
南小
）
 

銅
賞
 
小
野
亜
希

（
沖
飯
詰当

入
選
 
小
山
内
愛
（
七
ッ
館小
）
 ・

川
村
友
和
（
鶴
ケ
岡
小
）
・
木
村

太
亮

（
南小
）
 

佳
作
 
山
田
か
な
子
（
南
小
）
・
古

川
恵
理
（
沖
飯
詰
小
）
・
大
坂
愛

美

（
東小
）
 
・
成
田ゆ
り
子

（鶴

ケ
岡
小
）
 

◇
小
学
四
年
 

金
賞
 
封
馬
勇
二
（
南
小
）
 

銀
賞
 
川
浪
崇

（
藻川
小
）
 

銅
賞
 
小
関
貴
雅

（
南小
）
 

入
選
 
境
谷
佑
加
子
（
南
小
）
 
・川

浪
恵
利
（
藻
川
小
）
 
・
梅
田さ
き
 

（
南小
）
 

佳
作
 
松
野
早
希

（
長
橋小
）
・
田

中
彩
（
南
小
）
・
工
藤
千
果
（
南

小
）
・
櫛
引
文人
（
中
央
小
）
 

◇
小
学
五
年
 

金
賞
 
竹
谷
望

（
中
央小
）
 

銀
賞
 
宮
崎
美
鈴

（
羽
野
木
沢小
）
 

銅
賞
 
山
内
浩
一
 （
南小
）
 

入
選
 
毛
内
千
緒

（
中央
小
）
・
工

藤
麗
奈
（
羽
野
木
沢
小
）
・
高
橋

弘
枝
（
中
央
小
）
 

佳
作
 
佐
藤
晴
美

（
南小
）
・
斉
藤

慎
也

（
東小
）
・
斉
藤
誠子
（
東

小
）
・三
橋
こ
ず
え
（
羽野
木
沢
小
）
 

◇
小
学
六
年
 

金
賞
 
鳴
海
昭
紀

（
毘沙
門
小
）
 

銀
賞
 
須
藤
瑞
紀

（
長橋
小
）
 

銅
賞
 
中
川
瑠
唯
子
（
長
橋
小
）
 

入
選
 
竹
谷
美
穂
（
藻
川
小
）
・
福

士
怜
奈
（
東
小
）
・上
見
哲
司
（
毘

沙
門
小
）
 

佳
作
 
佐
々
木
淳
（
中央
小
）
・
木

村
沙
織

（
毘沙
門
小
）
・
工
藤
孝

志

（
東小
）
 
・
工
藤恵介
（
羽
野

木
沢
小
）
 

＠
図
画
の
全
作
品
と
ほ
か
の
入
賞
作

品
は
、
七
月
五
日
田
・
六
日
卿
、
市
 

内
中
三
デ
パ
ー
ト
に
展
示
し
ま
す
o
 
5
 

4年金賞作品 

平成 9年 7 月1日 



5旅の
途
中
で

5
 
「
五
所
川
原
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
」
 

護×り 

6 

市役所で記念撮影 坪口さん 

（善
意
の

花
か
ご
）
＼

「
・
 

ソ
 
r

ー
ー
、ー
ー
r
i
 

／
に
 

＠
五
所
川
原
市
図
書
館
 

ど

う
も
あ

り
が
と

う
ご

ざ

い
ま
し

た
。
 成田市長を訪問した石井さん 

空
の
玄
関
ロ
で
あ
る
青
森
空
港
に
、
 

市
を
代
表
す
る
伝
統
的
な
祭
り
「
虫

お
く
り
と
火
ま
つ
り
」
の
「虫
人
形
」
 

を
展
示
し
ま
す
、
 

展
示
期
間
は
七
月
一
日
か
ら
八
月

一
一
十
九日
ま
で
の
ニ
カ
月
間
で
、
県

外
か
ら
の
観
光
客
に
五
所
川
原
を
P
 

R
し
て
い
き
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
青
森
空
港
利

用
の
際
に
は
ぜ
ひ
P
R

コ
ー
ナ

ー
 

「あ
す
な
ろ
メ
ッ
セ
」
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。
 

       

青
森
空
港
に
 

「
虫
人
形
L

参
上
ノ
 

  

虫人形を展示 

  

    

 

虫おくりと火まつりをPR 

 

  

〇市観光物産課〇 

あすなろメツセ 

 

  

昨
年
に
引
き
続
き
J
R
秋
田
支
社

の
ご
好
意
に
よ
り
「
虫
お
く
り
と
火

ま
つ
り
」
の
観
光
P
R
の
た
め
、
七

月
三
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
二
十

九
日
間
、
J
R
上
野
駅
中
央
改
札
口

付
近
に
五
所
川
原
の
「
虫
人
形
」
を

展
示
し
ま
す
。
 

（
社）
五
所川
原
市
観
光
協
会

（
丸

海
老
祐
造
会
長
）
で
は
、
昨
年
同
様

ミ
ス
津
軽
平
野
三
人
を
派
遣
し
、
七

月
十
二
日
（
土）
・十
四
日
（月
）
に

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
ま
「
 

り
を
紹
介
し
ま
す
。
 

J
R
上
野
駅
で
 

「
虫
人
形

」
が
ま
っ
て
い
る
／
 

 

  

昨年同様、青森空港に展示された虫人形 

 

    

自
転
車
で
日
本
全
国
一
周
 

長
崎
県

の
坪

ロ
さ
ん

L
 

日
本
全
国
を
自
転
車
で
走
り
な
が
ら
核
兵
器
廃
絶
、
世
界

か
ら
戦
争
を
な
く
そ
う
と
訴
え
て
い
る
坪
口
勉
さ
ん

（長
崎

県
在
住
、
七
〇
歳
）
が
六
月
一
百
、市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

坪
ロ
さ
ん
は
、
五
月
二
十
日
に
長
崎
県
南
高
来
郡
加
津
佐

町
を
出
発
し
山
陰
、
北
陸
、
東
北
地
方
の
日
本
海
側
を
一
日

約
八
十
5
百
』
走
り
、
本
市
に
立
ち
寄
り
ま
し
た
。
 

「わ
た
し
は
、
原
爆
被
災
者
の
生
き
残
り
 
。

若
い
人

た
ち
に
戦
争
の
悲
惨
さ
・
平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
な
が
ら
走

っ
て
い
ま
す
。」
と
語
り
北
海道
（
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
 

坪
ロ
さ
ん
、
体
に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ー
 

徒
歩
で

最
北
の
島
、
礼
文
島

ま
で
 

東
京
都
の
石
井

さ
ん

L
 

九
州
の
佐
多
岬
か
ら
北
海
道
礼
文
島
ま
で
を
徒
歩
で
旅
を

し
て
い
る
石
井
明
雄
さ
ん

（東
京
都
在
住
、
六
三
歳
）
が
六

月
十
八
日
、
市
役
所
を
訪
れ
初
登
庁
し
た
成
田
市
長
か
ら
激

励
の
言
葉
と
、
来
市
記
念
の
直
筆
を
受
け
ま
し
た
。
 

出
発
か
ら
約
二
千
五
百
』
、
八
十
日
間
か
け
て
五
所
川
原

市
に
着
い
た
石
井
さ
ん
は
「会
社
を
定
年
退
職
し
た
機
会
に
、
 

新
し
い
人
生
の
出
発
と
し
て
、
本
物
の
自
然
を
直
に
見
る
こ

と
が
で
き
る
旅
の
原
点
・
徒
歩
に
チ
ャ
レン
ジ
し
よ
う
と
思

い
、
今
回
の
旅
に
出
ま
し
た
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

石
井
さ
ん
、
旅
の
安
全
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

〇
五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（川
村
肇
会
長
）
H

寄
贈

（
図
書
券
八
万
円分
）
。
 

＠
五
所
川
原
市
体
育
協
会
体
育振
興
基
金
（
 

〇
斉
藤
照
子
さ
ん
（
前
体
育協
会
長
 
故
斉
藤
貢
夫
人
）
H

十
万
円
。
 

日
 

月
 

[
'
 

年
 

0
J
 

成
1
 

平
 

,
 

,
 



市
史
編
纂
だ
よ
り
  

3
7
 

辻
家
史
料
か
ら
見
る
戦
時
下

の
五
所
川
原
 

え
 

近
・
現
代部
会
 
小
 

岩
 

信
 

竹
 

一
 

例
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
む
 
1
1
 

し
ろ
、
戦
後
の
混
乱
期
に
多
か
っ
た
 
2
1
 

よ
う
で
す
o
ま
た
、
こ
の
文
章
は
、
 
5
 

医
薬
品
業
界
の
自
粛
ゃ
、
適
正
価
格
 
郵

の
維
持
を
訴
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
 

難
鰐
麟
販
？
器
 

る
と
こ
ろ
に
、
戦
時
経
済
の
浸
透
の

様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
0
 

力
ミ
カ
ゼ
石
鹸
 

ま
た
、
辻
家
史
料
に
は
、
薬
用
カ

ミ
カ
ゼ
石
鹸
の
配
給
申
込
書
が
多
数

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
医

師
、
助
産
婦
、
保
健
婦
、
町
内
会
長
、
 

部
落
会
長
の
い
ず
れ
か
の
署
名
、
捺

印
の
欄
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
の

証
明
を
も
ら
え
ば
、
薬
用
石
鹸
が
入

手
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

近
年
、
規
制
解
除
が
叫
ば
れ
て
い
ま

す
が
、
正
反
対
の
統
制
経
済
の
一
端

を
、
辻
家
史
料
は
物
語
っ
て
い
ま
す
。
 五所川原市 

薬
用

力
、？
、カ
ゼ

石
鹸

配
給
巾
込
書
 

一
、
敵
 

巌

一
．
H
緯
用
達

一
，
購
八
 
者

配
 
給
 
五
 

寺
 

側
 

)
 
5
 

、
 
《h
 

殿
 

右
配

給

ノ
必
要

ァ
リ

J
ト

認

ム
 

目

n
 

組
 

は
じ
め
に
 

五
所
川
原
市
史
の
近
・
現
代
編
は

史
料
編
の
二
冊
が
刊
行
さ
れ
、
今
は

通
史
編
の
編
纂
に
入
っ
て
い
ま
す
。
 

史
料
編
3
下
巻
は
昭
和
の
戦
前
期
の

近

・
現
代
史
料
の
ほ
か
、
民
俗
編
と

言
語
編
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
昭
和
の
戦
前
の
時
期

と
戦
後
の
時
期
に
つ
い
て
の
有
力
な

史
料
が
、
辻
順

一
さ
ん
の
お
宅

（
市

内
川
端
町
）
か
ら
提
供
さ
れ
、
五
所

川
原
の
商
業
や
行
政
に
つ
い
て
、
皿
（
 

味
深
い
事
実
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
 

こ
こ
で
は
、
史
料
編
に
載
せ
ら
れ
な

か
っ
た
い
く
つ
か
を
紹
介
し
、
戦
時

中
の
出
来
事
を
振
り
返
っ
て
み
た
い

と
考
え
ま
す
。
 

商
品
の
統
制
 

ま
ず
、
昭
和
二
十
年

一
月
の
次
の
 

文
書
は
、
こ
の
時
期
の
小
売
業
の
あ
 

り
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

青
森
県
医
薬
品
小
売
統
制
組
合
 

理
事
長
 
原
又
三
郎
①
 

組
合
員
各
位
殿
 

非
常
措
置
ニ
関
ス
ル
件
 

首
題
ノ
件
今
回
県
当
局
ョ
リ
強
力

ナ
ル
指
令
ニ
基
キ
別
表
ノ
通
リ
決
定

シ
緊
迫
セ
ル
時
局
ニ
順
応
シ
テ
機
構

ノ
刷
新
ヲ
行
フ
ト
共
ニ
配
給
ノ
適
正

ト
迅
速
ト
ヲ
図
リ
 

（
中
略）
 

（別
表
）
 
記
 

自
今
注
文
制
ヲ
中
止
シ
テ
割
当

制
ヲ
実
施
ス
（
県
製
薬
会
社
ノ
製

品
モ
含
ム
）
 

家
庭
薬
ハ
原
則
ト
シ
テ
共
同
計

算
制
ト
シ
配
給
手
数
料

（
販売
利

益
）
ヲ
支
給
ス
 

割
当
ヲ
受
ケ
指
定
期
日
迄
ニ
引

取
ラ
ザ
ル
時
ハ
不
用
ト
見
倣
ス
 

家
庭
薬
以
外
ノ
モ
ノ
、
取
扱
ハ

原
則
ト
シ
テ
従
来
通
リ
ナ
ル
モ
新

配
給
所
ョ
リ
配
給
ス
 

（後
略
）
 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
売
店
は
配
給

所
と
呼
ば
れ
、
商
品
は
注
文
に
よ
ら

ず
、
配
給
と
な
り
、
小
売
店
は
、
配

給
手
数
料

（
販売
利
益
）
を
受
け
取

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
価
格
は

省
略
し
た
部
分
で
、
適
正
に
す
る
よ

う
指
令
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
統
制
は
、
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
 
 

戦
時
下
に
お
い
て
は
特
に
重
要
な
商

品
で
あ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
と
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
史
料
編
3
下

巻
に
は
、
野
菜
の
品
種
ご
と
の
最
高

販
売
価
格
が
指
定
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
史
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

医
薬
品
の
よ
う
な
統
制
の
実
施
は
他

の
商
品
に
つ
い
て
も
大
な
り
小
な
り

行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
 

戦
時
経
済
の
浸

透
 

戦
争
も
終
結
が
間
近
と
な
っ
た
昭

和
二
十
年
五
月
の
次
の
書
類
は
、
当

時
の
生
活
の
一
端
を
示
し
て
い
ま
す
。
 

青
森
県
医
薬
品
小
売
統
制
組
合
 

理
事
長
 
原
又
三
郎
①

組
合
員
各
位
殿
 

拝
啓
、
本
土
周
辺
ニ
於
ケ
ル
敵
撃
滅

戦
愈
々
織
烈
ヲ
極
メ
皇
軍
将
兵
ノ
千

辛
万
苦
真
ニ
超
人
的
勇
戦
敢
闘
ヲ
ナ

シ
ツ
、
ア
ル
ハ
感
謝
ニ
堪
ェ
ザ
ル
モ

ノ
ア
リ
。
吾
人
又
此
ノ
労
苦
ニ
応
フ

ル
ノ
覚
悟
更
ニ
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
 

（
中
略）
 

然
ル
ニ
偶
々
本
組
合
員
ニ
シ
テ
最

近
ノ
物
資
不
足
ヲ
奇
貨
ト
シ
重
要
ナ

ル
薬
品
 
「ア
ル
コ
ー
ル
」
 
ヲ
利用
シ
 
 

テ
 
「ウ
ィ
ス
キ
ー
」
 
ノ
密造
ヲ
行
ヒ

之
ガ
販
売
ヲ
ナ
シ
、
且
ッ
自
家
飲
料

ニ
供
シ
憲
兵
隊
ニ
検
挙
セ
ラ
レ
多
額

ノ
罰
金
刑
ニ
処
セ
ラ
レ
タ
ル
者
有
之

候
。
依
而
本
組
合
ニ
於
テ
ハ
断
乎
厳

重
戒
告
ス
ル
ト
共
ニ
配
給
品
停
止
ノ

処
分
ヲ
ナ
シ
タ
ル
次
第
ナ
ル
モ
 

（
中
略）
 

組
合
員
諸
氏
ハ
厳
ニ
相
戒
メ
再
ビ

斯
ル
事
ナ
キ
様
自
粛
ス
ル
ハ
勿
論
価

格
ノ
適
正
ヲ
遵
守
シ
県
民
ヲ
シ
テ
業

者
一
対
ス
ル
信
頼
感
ヲ
助
長
セ
シ
ム

ル
様
相
努
メ
滅
私
奉
公
ヲ
以
テ
特
攻

隊
勇
士
ノ
精
神
ニ
徹
シ
愈
々
戦
力
増
 

ム
虫
 

（後
略
）
 

こ
れ
も
、
医
薬
品
小
売
統
制
組
合

の
文
書
で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
加

工
し
て
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
作
っ
た
事
例

が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
罰
せ
ら
れ
た
 

「」
と
が
わ
か
り
ま
す
。
な
か
に
は
こ

の
よ
う
な
酒
類
を
飲
用
し
て
、
命
を

落
と
し
た
り
、
失
明
し
た
り
し
た
事
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フ月 
山開き・
川開き 

落雷にご注意
財東北電気保安協会 

1お 

100 

60 

40 

20 

男 性 	 女 性 

3 8 	 3  .6 

9
.
1

鷺
 麟
灘
纏
麟
 

 

 
 
0
.
9
 

 
0
6
 

[/ 
/ 叩

＼
 

登7 	.1喜 

ー
 

 

一
\
\
\
\
\
\
\
\
\
\

回

1
4
.
4

麟

」
』
鷺

I
0
.
8
0
 

 

\5.3ミ 

ミ5. 8、 
懸
鷺

』
鷺
懸
 

 

21.6 

13.3 

麟

麟
築
 

舞

「
嚢
 

五所川原市 青森県 五所川原市 青森県 

国自営業 
圏勤め人（民間会社・ 

官公庁） 
［コパート 
．主 婦（主夫） 
蕊無 職 
国その他 

主
 蕊 

回答者数 

五所川原市 
（男性 166名 

青森県 2, 
（男性 875名 

407名 
・女性 241名） 

021名 
・女性1 ,146名） 

嚢
  
議
  
喋 

鶏
譲
注
藻
 

平成 9年7月 1日 8 
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立侵武多の写真募集 木曜ソフトテニス（軟式） 
会員募集 

～ソフトテニスをやってみませんか～ 

汗をI流して体を動かしてス トレスを発散 

させましょう。 

ンと き 毎週水・木 10: 00-14: 00 

>ところ 市民体育館 

ン会 費 月2,000円 

ン問い合わせ 合34 一 7579 小野 

雪 3 5 一 0768 米谷 

暮
ら
し
と

電
気
安
全
 

立依武多復元の会では、昨年 7月に80年

ぶりに復元され大好評だった立侵武多の写

真集を作り後世の人々に残したく、いろい

ろなアングルからの立佼武多の写真を募集

してーいます。 

お譲りいただける写真がございましたら 

8月末まで下記へ送イ寸

願います。なお、住所、 

氏名、電話番号を明記

した用紙を裏に貼付一し

てください。 

>送り先 

五所川原市字旭町40 

立侵武多復元の会 

事務局 

成田博昭台35-2608 昨年約80年うりに復ノ舌 
\ 

~麟麟 麟難 

男女共同参画社会をめざし O ともに支え合う 男女共同参画社会をめざし 

やさしさのあるまちを 
ふえる女性の職場進出 

J
《
、
年
《
‘n
H1
1ー
 
ソー

ー
J《
、
→
’
ー
 

→
‘
ー

ー
 
華下
も
“
n
H
H
n
H

ー
 

〈男女別職業構成比〉 

本調査の女性の職業別を見てみると、55. 
5 ％の人が仕事を持っています。 

これは、平J戎 2年の国勢調査では50％で

あったことからみても、確実に女性の職場

進出が増加しており、今後は、女性就労環

境の整備、改善が必要になっていきます。 

市民意識調査対象者 口フィール③ 

〈就業構成比〉 
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昨年、約80年ぶりに復活 



三てお知 らせ＞ 
交通遺児育成資金 

一 	 をご利用ください一 
自動車事故対策センターでは、交通遺児を

すこやかに育成するために、資金を無利子で

お貸しします。 

@）利用できる方 自動車事故で保護者を亡く

された子供、又は重度後遺障害者（自賠

責保険の1-- 3級）に認定された方の子

供を現在扶養している保護者 

⑥対象者 0歳～中学校卒業までの子供

※自動車事故により頭部又は脊髄に損傷を受 

け、常時介護を必要とする重度後遺障害者 

に対しては、介護半I支給制度もあります。 

⑨問い合わせ 自動車事故対策センター青森支所 

雪 O 1 7 7-39-- 0 55 1 

ひとり親家庭等のみなさんノ＼ 」 

医療給付受給資格の更新 
市て叫ま、所得の少ないひとり親家庭等の医

療費の負担を軽減することにより、ひとり親

家庭等の福祉の増進を図ることを目的とした

制度を実施してます。 

@）更新手続（すでに受給されている方は、次

のものをご持参ください） 

イ．受給資格認定通知書 ロ．保険証 ハ．印鑑 

@）期間 7 月 1日～ 8 日 （土、 日除く） 

@）新規申請手続（新規の方はI欠のものをご持 

参ください） イ．保険証 ロ．印鑑

⑥対象者 

イ．ひとり親家庭等の父又は母が扶養する

児童及び父母のいない児童（満18歳まで） 

ロ．イの児童を養育する父又は母 

（ただし、 自己負担が 1,000円） 

※新規申請は随時受不十しています。 

⑥問い合わせ 市福祉事務所福祉課児童係

雪内線542 

法律相談を 
無料で行います 

◇・と き 7月 26 日（土） 

13 : OO-15: 30 
ぐ＞ところ 市役所市民相談室 

◇＞内 容 身上のいっさいの悩みごと 

中林裕雄弁護士が相談に応じます。 
4 

◇問い合わせ・申し込み 

親切サービス課 容内線220・2 2 1 

じ………ーご二こ二芸二二二二！ごブごー………ーー……一一‘レ…一ーー14‘一……ー一ー一ーー 

交通事故概況 

交通安全は家庭から 

> 
7月は交通安全の月です 
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	運転はゆったりハートにしっかりベルト 

1 Flは、県民交通安全の日  

◆シートベルト着用強調月間◆ 

◇実施期間 7 月 1 日～ 7月31日

◇スローガン 

・キミとボク 「ベルトしめた」が

愛ことば 

・運転中 かけようベルト 

かけるな電話 

・こころのベルトを しっかりと 

五所川原市交:i車安全対策協議会 I 
五 所 Il ~ 

L 	ーにににこに二二二こ二二二二二．~---―ーーーーー～一L 一”一一一戸～ーI 
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市民講座案内 

●講座テーマ● 

郷土が生んだ偉大な外交官 

～珍田捨己の生涯～ 
主催 市中央公民館 

後援 国連青少年の家、国連協会五所川原支部 

	津軽が、 こんなにも大きな人物 

を輩出していたとは 	明治、大正、 

昭和初期に外交官として、 目覚ましい活躍を

された弘前生まれの珍田捨己。 

東奥義塾を出てアメリ力の大学に学び、後

に米大統領、英首相や皇室にも絶対の信頼を

得たほどの外交官。 日本外交の礎を築いた

偉大な人物「珍田捨己」を通し、当市になじ

みの深い佐藤尚武先生とも関連づけて、当時

の世界情勢が興味深く語られます。 

■講 師 山本超 先生（県ユネスコ協会参

与、弘前市社会教育委員） 

■と き 7 月 9 日（水） 10: 00 

■ところ 中央公民館 第一研修室 

●対 象 どなたでも気軽にご参加くださレ、 

■問い合わせ 中央公民館 雪35-6056 

働く婦人の家 

生活講座受講生募集」 

講 座 名 
実期
 
施
間
 

実施時間 
募人
 
集
『

貝
 

講師名 

男の料理教室 
7/17 

（木） 

18 : 30'- 
20 :30 

24 三森敬子 

税理士の 

よろず相談 

～相続と 

争族の実態～ 

7/22 

（火） 

18 : 30'-- 
20 】 30 

30 島谷 敏 

おもてなし 

料理教室 

7/24 

（木） 

10 : 00- 
12 】 30 

24 竹林恵子 

老人介護講習会

基礎コース 

（介護の実技 

重点コース） 

7/23 

（水） 

7/29 

（火） 

9 : 30-- 
17: 00 

30 
阿部英雄

他数名 

〇受講資格…市内に住所又は職場を有する方 

〇受講料 	無料j、但し材料費は実費負担

〇問い合わせ・・・市働く婦人の家 

" 35 - 8898 FAX35 - 8953 

集 
、こう 
プてフ 

市民民謡教室のお知らせ 
初心者大歓迎 

ふるさとの民謡を歌ってみましょう 

レ講師 長尾武一さん（市伝統文化功労賞受賞者） 

ン対象者 市内在住の方であれノばどなたでも

＞会場 市中央公民館（直接お出かけください） 

ン期間 1年間 

ン受講料 無料」 

ン日程 7 月 8 日・ 7 月 22 日・ 8月 12日 

9月 2 日・9月16日・ 9月30 日 

＞時間 	10 】 00- 11 】 30 

※ 1 0月以降の日程は、 また広報でお知 

らせします。 

レ問い合わせ市教育委員会生涯学習課雪内線556 

あおもり21・百人委員会 
委員募集 

～あなたの声で「輝くあおもり新時代」をノ～ 

県では、県民の皆様の声を県政に反映させ 

21世紀に向け「輝くあおもり新時代」を築

くため、 ご意見・ご提言を述べていただく委

員の方を募集します。 

県政に関心のある方 県政に参加する蚕丸意

のある方のご応こ募をお待ちしています。 

＞応募期間 7月1日（火）~7月 25 日（金） 

ン応募資格 県内在住の満18歳以上の方。 

ただし、議員、公務員（教育・医療機

関の方は除きます。）、県の審議会委員、 

県の行政相談員、県政モニターの方や

今後就任予定の方は除きます。 

レ募集人員 糸勺25名 

ン委嘱期間 平成 9年9月1日から2年間

ン仕事 「あおもり21・百人委員会」 （年 4L亘］ 

程度）及び研修会（年1回）への出席

レ謝礼等 くDl年ご、とに記念「品を贈呈します（ 

②委員会などに出席するための旅

費を支給します0 
>応募方法 ハガキに住所・氏名（ふ、りがな） 

・年齢・性別・生年月日・職業・電話

番号・応募理由（県政に対する意見等） 

を記入の上、 7月 25 日（金）までに県

庁政策推進室あてに郵送してーくださいc 

＞問い合わせ 〒030-70 青森県政策推進室 

容 0177 - 22 - 1111 

内線2258 

く夏＝ 
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平成9年度 

青森県高等学校公開講座 
v内容 簿記入門講座（教養講座） 

①日本商工会議所主催の 3 級程度の内容 

②目標として 3 級検定試験を受験しよう 

◇実施時期 8月28日（木）、 29日（金） 

9月1日（月）、 2 日（火）、 3 日（水） 

4 日（木）、 5 日（金） 

／ノ日寺間 18 】 00-21 】 00 

(9/5 18:00-20:OO) 

＼受講料 無料 

◇実施場所及び申し込み 8 月15日までに、 

電話又はFAXで金木高校まで 

合 5 3-2079 FAX5 2-3739 

FAXの場合（氏名、年齢、性別、 

勤務先明記） 

西北地区青少年科学体験セミナー 
一一一一のご案内 ー 

＞と き 7 月28日（月）~30日（水） 

>ところ 五所川原工業高校 

＞テーマ 「遊ぼう！サイェンス～ものづくりを楽しもう～」 

>内容 A「なぜかな？なにかな？理科実験」 

B「焼き肉コンロをつくって、焼き肉を食べよう」 

C「べっこうアメを作って、べっこうアメを食べよう」 

D「カッターナイフと鉛筆でラジオを作ろう」 

E「うそ発見器を作って遊ぼう」 

ン募集人員 小学5 ・6年生 10名 

中学生 20名 

レ参加費 1,000円（保険半斗を含む） 

＞申し込み 7月 4 日（金） 各学校へ 

問い合わせ 青森県立五所川原工業高等学 

柱 セミナー事務局 雪35 一 3444 

～昭和61年4月から、すべての人が~ すべての人が国民年金に加人することになっています～ 

です。 	 第1号被保険者又は第 3 号被保険者に該当 国民年金の種類は次の 3種類です。 

する人は、l必ず市町村役場に届出しなければ 〇第1号被保険者 

自営業又は、学 	なりません。 農業、漁業、商業などの自営業又は、学： 

る20歳以上60歳 	まだ手続きをされていない方は、下記のも 生等で日本国内に住所のある20歳以上60歳 

のを持参の上国民年金係においでください。 未満の人 

このままにしておきますと国民年金はもとよ 〇第2号被保険者 

済組合の組合員 	り厚生年金も受給できなくなるおそれがあり 厚生年金の被保険者、共済組合の組合員 

ます。 〇第3号被保険者 

れている配偶者 〇持参するもの 第 2 号被保険者に扶養されている配偶者 

厚生年金手帳・離職票・印鑑など で20歳以上60歳以上の人 

民年金係 	 （第3号被保険者に該当する場合は、届出 ⑥問い合わせ 国保年金課国民年金係 

213 	 書が必、要となります。） 内線 211・212・213 

7月のオルテンシア催物案内 
ノ5、るさと交流圏民センター 

容 33-2111 

日 曜日 催 	物 開演 入場料 日 雁日 催 	物 開演 入場料 

大
 
ホ
 

ー
 

ル
 

に
U
 
 

土
  

サエラコンサート 19:00 

前売 
乙000円
当日 
z300円 

小
  

ホ
 
ト
 

ル
  

12 土
  

アニメ映画「 U 等に

なりたい」上映会 

10:00 
13:30 

無 料 

19 土
  

第23回五所川原高校

音楽部定期演奏会 
18:00 無 料 

8
  2
3
 

火
  

水
  

五所川原高校演劇鑑賞会 15:30 

映画「サワダ」上映会 18:30 無 料 
20 日 荒関音楽教室発表会 13:00 無 料 

21 月 
第 2回 

合同ピアノ発表会 
14:30 無 料 

25 金
  

第21回 日本ピアノ 

コンクーソレ 

五所川原審査会 

14:30 無 料 

27 日
  

トーオーピアノ・ 

エレクトーン発表会 
10:00 無 料 

31 木
  

平成 9年度 

青森県献血運動 

推進大会 

13:30 無 料 
29 火

  

平成 9年度安全運転

管理者講習会 
10:00 

11平成 9年 7月1日 五所川原市役所 公35-2111 
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テーマ‘ 

エコ・クッキンク 
台所から始める 
環境ノ＼のやさしさ 

五所川原市食生活改善推進員会 

豆腐ミンチと大根の葉のスープ ： 
ポリオ（小児マヒ）ワクチンの 
定期外予防接種について 

昭和50年から昭和52年生まれノの方（現

在20歳から22歳）についてポリオ免疫を

保有している割合が他の年齢層に比べて低い

ことが厚生省の調査でわかりました。この為 

~ 上記に生まれプと方は、 

ー 

	

	（匡）ポリオ常在国へ渡I抗すーる場合感染のおそ 

れがある。 

②ポリオの定期接種（子供）を受ける保護

者が家庭内感染の可能性がある。 

このことを予想し再度ポリオの予防接種を

勧めるように厚生省より指導がありましたの

で、希望者を募り実施します。 

《接種について〉 

くi)9月実施予定。 

今回は任意の接種ですので有半斗です。 

②希望者は 7月15 日まで電話で申し込んて三 

ください。申し込みは、はつらつ女性課。 

詳細は後日お知らせします。 

r みんなの健康教室 
◆と き 7 月25 日（金） 13 】 00 
◆ところ 市保健センター 3Fホーノレ 

◆テーマ 死はだれが決めるか 

◆講 師 中村登喜雄先生（中村整形外科病院） 

◆主 催 北五医師会・市民保健協議会 

献血のご案内 
献血にご協力いただいた方には、健康管」浬

に役立つ血液検査結果を約 2 週間後に親展に

てお送りいたします。 

◆と き 7 月 15 日（火） 10 : 00-15 : 30 
◆ところ 日立東部セミコンダクタ（株）敷地内 

材 料（4人分） 
鶏ひき肉 	50 g 
豆 腐 	 1丁 
長ねぎ（みじん切り）大さじ1 
にんにく（みじん切り）大さじ1/2 
人 参 	 1/3本 
大根の葉 	少々 
白すりゴマ 	大さじ2 
片栗粉 	大さじ1 
ショウガ汁 	大さじ1/2 
み そ 	 大さじ1・V2 
しようゆ 	大さじ1 

\ 
ごま油 	 少々 

	ノ 

作り方】①豆腐をふきんに包んでよく水を切る。 

②①をすり鉢でつぶし、長ねぎ、にんにくのみじん
切り、ショウガ汁、鶏ひき肉、白すりごま、片栗

粉を入れ、練り合わせてボール状にする。 
③水 3 カップに人参、大根の皮を入れて煮る。 

スープができたら、皮を取り出す。 

④③に人参の千切り、大根の葉、ボール状にしたミ

ンチを入れて、みそ、しょうゆ、ごま油で調味する。 

〈エコ・クッキング・・・“環境への配慮”という 

やさしいスパイスを利かせた料理方法〉 

おなかの赤ちゃんと楽しむ 
～マタニティー教室 

◆と き 7 月14 日（月） 9 : 30---11 : 30 
◆ところ 働く婦人の家 第1講習室 

◆テーマ マタニティーステンシル（ベビー 

ウェアに簡単に模様がつけられる手芸であ 

なただけのオリジナル品功シっくれます） 

◆申し込み はつらつ女性課まて了 

今回も、水を汚
さない生ゴミの少
ない一品を紹介。 
大根の皮、葉も無
駄なく利用した栄
養バランスの良い
献立です。 

また、味も良く
食べやすく仕 1:lず
ています。 

無料巡回診療日程の変更 
7 月 25 日（金） 「中泉公民館」で予定していました無料巡［！り診療が 8月 1 9 日（火）に

変更になりましたのでお知らせします。なお、場所等については同じです。 

五所川原市役所 B35一2111 	 平成9年 7月1日 12 
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